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【背景】

靴選択において,自 らの足部寸法を把握 している人は少な

く,多 くの人が足長や足幅の大きい物を選択している.靴 サ

イズの不適合は足部変形などの疾患の原因となる可能性があ

り,特 に女性においては不適合なヒール靴の使用などで外反

母趾や開張足などの足部疾患を助長する原因の一つである1)

と言われている.

現在用いられている日本工業規格(JISS5037-1998)2)で 規

定されたサイズは20年 前のものであり,現代の足部形状が反

映されていると言い難い.

そこで本研究は,20歳 前後の健常女子学生の足部計測を行

うことにより足部形状の変移を明らかにすることを目的とし

た.

【方法】

1.対 象

健常女子学生65名(20±1.3歳)計130足 とした.対 象者に

は 口頭 と書面にて研究内容を十分 に説明 し,書 面にて同意 を

得た.ま た,本 研究は新潟医療福祉大学倫理委員会の承認許

可(第17523-140820号)を 得て行なった.

2.計 測 項 目

FootGaugeを 用 いて足長 ・足幅(ボ ール部)を 計測 し,メ ジ

ャー を用いて足囲(ボ ール部)を 計測 した(図1).

計 測肢位 は開眼立位で両足部 内側縁間を10cm開 脚 させ,前

方の1点 を注視 させた.

【結果】

日本工業規格 の靴サイズ表(JIS　S5037-1998)を 基 に足囲 ・

足幅を度数分布表(表1)で 表 したところ,Eサ イズが最も多い

結果 となった.

表1.靴 サイズ度数分布表

【考察】

日本人の足長 は1960年 以 降に生まれた世代か ら急速 に大

きくなってお り,1990年 まで増加傾 向を示 し,現 在まだ止ま

った とは言 えない3)と 報告 されている.し か し,今 回1990年

代 生 まれ の 女性 の 足部 を計測 した ところ,足 長 平 均 が

23.05cmで あ り,1997年 お よび1991年 に計測された数値 とほ

ぼ同等であった.こ のことか ら,現 代の20歳 前 後の足長変化

は23.05cmで 止 まっていると示唆 された.

ま た,若 い年代の女性ほど足長の割に幅が狭 く,厚 みが薄

い形状へ と変化 してい る4)と 言われているが1998年 お よび

1992年 の18～24歳 の女性の足囲はJIS規 格2)でEで あ り3,5),

今 回 の計測結果 も足囲はEで あったため,足 囲縮小 も止まっ

ていると考 えられた.

全年齢の足囲 ・足幅は足囲がE,足 幅が2Eで あ る3)が,こ

れは高齢になるに従って足背の脂肪層や足底 の皮下組織が減

少 しているためであると推察 された.

【結論】

今回の計測より,日本工業規格と比較 し,現代の20歳 前後

の女性の足部形状は大きく変化していないと示唆された.
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